




Syntheses and Polymerization of U nsaturated Dibasic Acid Derivatives (VIII) 
Synthesis and Polymerizataion of N-phenylmaleimide 
Masamori YAMADA， Iwao TAKASE， Hisayasu AKITA 
(Received 31 March 1965) 
N -phenymaleamic acid (1) was made by the reaction of maleic anhydride with aniline 
in ether. 
Dehydrating (1) with acetic anhydride and sodium acetate， N-ph~nylmaleimide (I) was 
obtained at the yielding rate of 90-92%. It is found that (I) homopolymerized under 
the conditions of radical initiation. 
The monomer reactivity ratios in the copolymer包ationof N予henylmaleimide(M1) 
with vinyl acetate (M2) have been determined. Using the above ratios the Q and e 































熱し， ときどきかくはんしながら 1時間反応させた。冷却後反応液を 30白nlの氷水にそそぎ，約

















































これによれば Nー ブェニノレマレイミドの多いものは軽い溶媒には溶け難くなった。 ついで表2
2・2・2
不飽和二塩基酸誘導体の合成，重合に関する研究(第8報) 387 
表 2 Nーフエニルマレイミド (M1)一酢酸ピニル (M2) の共重合
ベンゼン 1. 319g， A 1 BN 0.3%，温度 600C
実験 単量体仕込量(g) 重合率 N 共重合体組成(モル財〉
(ηCs/=p1/0c0.苦5c1g c〉
番号 (Mt) (M2) モル(%)I (分〉 (%) (%) 削 1) I 削 2)
1.334 0.166 80.0 20 
1-2 1- 。 。 40 8.58 6.77 28.06 
1-3 。 9 。 80 25.43 0.72骨2
n-1 1.127 0.373 60.0 3.05 
n-2 。 。 9 7.13 60.98 39.02 
H-3 。 9 。 0.42 
sI-1 1.000 0.495 50.0 6.30 
1[-2 。 。 9 19.06 
1[-3 。 。 。 90 39.32 0.55 
IV-1 0.859 40.0 30 5.50 5.95 58.14 41.86 
IV-2 9 9 60 20.55 
IV-3 。 。 。 90 39.32 0.50 
V-1 0.502 0.998 20.0 20 0.23 
V-2 。 。 。 30 3.31 5.42 50.25 49.75 
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図1 Nープエニルマレイミド (M1) と酢酸ビニル (M2) の共重合
o 
の結果から得られた単量体組成と共重合体組成との関係、を図2に示した。
図2の結果から単量体反応性比 rhr2を Fineman-Ross法で求めた。 Fineman-Rossプロッ
トを図3に示す。
これで見るとNーブェニルマレイミドは酢酸ピニルと極めてよい共重合性を有することがわかる O










































80 90 100 
単量体混合物中のNー フエニルマレイミド"CMt) Cモル%)
図2 単量体一共重合体組成曲線































































表4 Nーフエニルマレイミド (Mt)ー アグリロニトリル (M2) の共重合
ベンゼン 1. 319g， A 1 BN 0.3%，温度 600C 
実験| 単量体仕込量(g)





















































































。 0 ~ 
10.97 62.00 38.00 
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